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　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.826%（税抜1.66%）程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 11,052 円

 純資産総額 336.1 億円

※基準価額は1万口当たりです。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 0.31% 　　 － 　　 － 　　 － 　　 － 10.52%

参考指数 0.82% 　　 － 　　 － 　　 － 　　 － 9.11%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて算出しております。

※MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に

帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

　最近5期の分配金の推移

設定来合計 －　円

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

　ポートフォリオ構成比率

アクサ IM 次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 95.9%

マネー・リクイディティ・マザーファンド 0.2%

 短期金融商品・その他 3.9%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/10）  553385
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　アクサ IM 次世代AI関連株式マザーファンドの状況（1）

投資カテゴリー別構成比率

投資カテゴリー 比率

インフラ 55.7%

イノベーター 41.3%

企業規模（時価総額）別構成比率

企業規模 比率

超大型株　（5,000億米ドル以上） 28.5%

大型株　（500億米ドル以上　‐　5,000億米ドル未満） 49.0%

中型株　（100億米ドル以上　‐　500億米ドル未満） 12.8%

小型株　（100億米ドル未満） 6.6%

※各比率は純資産総額に対する比率です。

※各比率は小数点第2位を四捨五入しています。

※投資カテゴリーはアクサIM独自の分類であり、今後変更となる場合があります。

※業種はGICSセクター分類です。

※企業規模（時価総額）は本資料における分類です。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式

国・地域別構成比率（上位10） 業種別構成比率（上位10）

国・地域 比率 業種 比率

1 アメリカ 71.7% 1 情報技術 66.6%

2 ケイマン諸島 6.4% 2 コミュニケーション・サービス 14.0%

3 イギリス 4.5% 3 資本財・サービス 7.4%

4 イスラエル 3.2% 4 一般消費財・サービス 3.6%

5 ルクセンブルク 3.1% 5 金融 3.5%

6 日本 3.0% 6 ヘルスケア 1.9%

7 台湾 2.1% 7 　　　　　　　　　　— 　　–　　

8 カナダ 1.9% 8 　　　　　　　　　　— 　　–　　

9 フランス 1.1% 9 　　　　　　　　　　— 　　–　　

10 　　　　　　　　　　— 　　–　　 10 　　　　　　　　　　— 　　–　　

※当ファンドの主要な投資対象である、「アクサ IM 次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」の親投資信託

「アクサ IM 次世代AI関連株式マザーファンド」のポートフォリオの状況を記載しています。

（出所：アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/10）  553385
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　アクサ IM 次世代AI関連株式マザーファンドの状況（2）

組入上位10銘柄 (組入銘柄数: 38 )

銘柄名 国・地域 業種
組入
比率

銘柄概要

1 エヌビディア アメリカ 情報技術 7.2%
アメリカ・カリフォルニア州サンタクララに本社を置く世界的な
半導体メーカーで、グラフィックス処理ユニット（GPU）の設計
と開発においてリーダー的存在。

2 ブロードコム アメリカ 情報技術 5.1%
アメリカ・カリフォルニア州パロアルトに本社を置く、無線（ワイ
ヤレス、ブロードバンド）および通信インフラ向けの半導体製
品、ソフトウェアなどを製造販売する世界的なファブレス企業。

3 マイクロソフト アメリカ 情報技術 4.6%

米国のソフトウェア大手。多様なコンピュータ向けにソフトウェ
アの開発、製造、ライセンス供与、サポートを展開。「ウィンドウ
ズ」、サーバー、パソコン、OS、業務自動化・効率化アプリケー
ションに加え、家庭用ビデオゲーム機器、タブレットを提供。

4 パランティア・テクノロジーズ アメリカ 情報技術 4.0%

アメリカ・コロラド州デンバーに本社を置き、高度なデータ解析
および人工知能（AI）を活用したソリューションを提供し、特に
政府機関や企業向けのデータ活用支援に強みがあるビッグ
データ解析に特化したソフトウェア企業。

5 メタ・プラットフォームズ アメリカ
コミュニケーショ

ン・サービス
4.0%

米国のソーシャルテクノロジー会社。ユーザーをつなぎ、コミュ
ニティを見つけ、事業の成長を支援するアプリケーションおよ
び技術を構築する。広告、拡張機能化、仮想現実も手掛ける。

6 アップラビン アメリカ 情報技術 3.8%
米国のテクノロジー会社。エンド・ツー・エンド型ソフトウェアと
AIソリューションを提供し、世界の視聴者へのマーケティング、
収益化、事業拡大を手掛ける。

7 ロブロックス アメリカ
コミュニケーショ

ン・サービス
3.8%

ユーザーが自分でゲームを作成・共有し、他のユーザーが作っ
たゲームをプレイできる、人と人とのつながりとコミュニケー
ションのための世界的なオンラインゲーミングプラットフォーム
を提供する企業。

8 アステラ・ラブズ アメリカ 情報技術 3.3%
米国の世界的な半導体会社。クラウド及び人工知能（AI）インフ
ラストラクチャー向けの半導体ベースの接続ソリューションを
提供する。

9 ＪＦｒｏｇ　Ｌｔｄ イスラエル 情報技術 3.3%
ソフトウェアの開発から配布・更新までを自動化・最適化するソ
フトウェアサプライチェーンプラットフォームを提供する企業。

10 スポティファイ・テクノロジー ルクセンブルク
コミュニケーショ

ン・サービス
3.2%

音楽ストリーミングサービスの世界最大手プロバイダのうちの
1社。音楽業界の収益構造を変革し、アーティストとファンをつ
なぐプラットフォームとして、グローバルに展開。

※組入比率は純資産総額に対する比率です。

※組入比率は小数点第2位を四捨五入しています。

※業種はGICSセクター分類です。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式

（出所：アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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　ファンドマネージャーのコメント

＜投資環境＞

8月のグローバル株式市場は総じて堅調に推移しました。参考指数であるMSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）

〔円換算後〕は月間で0.82%の上昇となりました。米国では主要貿易相手国との間で通商合意が相次ぐなど前進が見られた一方、インフ

レ動向や雇用指標はまちまちでしたが、米連邦準備制度理事会（FRB）のややハト派（金融緩和に積極的）なトーンが安心材料となり「政

策が成長を下支えする」という見方が広がりました。

AI分野では、米オープンAIによる「Chat（チャット）GPT-5」のリリースを背景に、基盤モデルの性能向上とコスト低下が進み、企業の

実務導入（推論ワークロード）が加速、コーディング支援やエージェント型タスクなどの用途拡大に繋がっています。また、推論需要も引き

続き増勢で、2025年4-6月期の年率換算トークン使用量は前四半期の10兆トークンから24兆トークンに急増してることも明らかにな

りました。あわせて次世代AIデータセンター向けハードウェアの開発・量産体制が計画通り進展しており、下期にかけた供給立ち上げと強

い需要が示唆されました。

＜運用経過＞

8月の基準価額は、もみ合いながらも0.31％の下落となりました。次世代AIインフラ領域の中ではデータセンター内のネットワーク/接

続・データ転送分野が好調でした。AIデータセンターでは、大量のデータをより迅速かつ効率的に移すニーズが一段と高まり、サーバー・

GPU・メモリ間での大量のデータ移動をより早く・確実にする、ソリューションや相互接続の最適化に強みを持つ企業へ資金が集まりまし

た。この背景には、次世代AIインフラが急速に進化し、エコシステムが拡大していることへの注目が継続していることが考えられます。一

方、次世代AIイノベーターでは広告最適化・オンライン旅行・音楽配信などでの次世代AI活用が進んでおり、ターゲティング精度の向上や

ROI改善が評価されました。特に広告分野では、モバイル中心からより大きいＥコマース市場への広告展開といった構造変化も見られて

います。

他方、月末にかけては一部銘柄の調整を受け、弱含む結果となりました。年初来で大きく株価が上昇していた銘柄に対する利益確定に

伴う調整や、好決算ながら短期的な数値への慎重な見方が広がった企業、個別ニュースに対するヘッドラインリスクといった要因が複合

的に影響しました。ただし、こうした下落の多くは中長期的な成長期待が揺らいだものではなく、短期的な需給要因によるものだと見て

います。年後半には重要な製品投入・需要増加を控える企業も多く、ポートフォリオの中長期的な見通しは良好だと考えています。

＜今後の運用方針＞

今年に入り米国の関税発表を巡って大きく揺れた市場は落ち着きを取り戻しつつあり、足元では中国との通商協議の進展や一部関税

停止措置の延長などが市場に安心感をもたらしています。決算シーズンでは、企業業績の底堅さも確認される中、特にAIを活用して成

果を上げている企業に対する投資家の関心が一段と高まっています。特にインフラ領域では、データセンターの高度化に伴い、GPU単体

だけでなく、接続性などの周辺機器の重要性が高まっており、関連企業の成長が期待されます。また、イノベーター領域では、次世代AIの

社会実装が急速に進行する中、様々な分野で業務プロセスの高度化や収益性の改善が進みつつあり、次世代AI活用で企業の競争優位

性を高める企業の選別が重要になると考えています。

当ファンドでは、このような環境下において、構造的な成長テーマである「次世代AI」に注目しています。AIは経済全体に大きな影響を

与える汎用技術と位置付けられており、その進展によって生み出される投資機会は中長期的に極めて有望であると考えています。投資

チームでは、AI技術の進展を長期的な成長機会と捉え、次世代AIインフラおよび次世代AIイノベーターの双方に柔軟に投資することで、

幅広くリターンを追求しています。次世代AIの社会実装が進む中、業種問わずAI活用が企業の競争力に直結する時代が到来しており、こ

うした変化を的確にとらえることが、今後の投資成果のカギになると考えています。

引き続き、徹底したボトムアップ・リサーチを通じて、次世代AIを通じた構造的な成長が期待される企業を厳選し、アクティブかつ柔軟な

運用を行ってまいります。また、マクロ環境の変動に注意を払いながら、質の高い企業への選別を通じた中長期的な成長を目指してまい

ります。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式

※「アクサ IM 次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」の運用会社である

アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社のコメントを基に作成しています。

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（4/10）  553385



　ファンド情報

設　定　日 2025年6月9日

償　還　日 2045年11月9日

決　算　日 毎年5月9日および11月9日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（1）

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（2）

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式
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　お申込みメモ

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式
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　ファンドの費用

　委託会社および関係法人の概況

委 託 会 社 ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社　 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

受 託 会 社 三井住友信託銀行株式会社　 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式
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　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

株式会社証券ジャパン 関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

三津井証券株式会社 北陸財務局長（金商）第14号 ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式

※三津井証券株式会社は2025年9月8日から取扱い開始です。

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（10/10）  553385


